
はだの議会だより 平成 27年（2015 年）８月９日（日）  第 217号〘8〙

最
低
賃
金
の
改
定
を
行
い

　
　
　
　

経
済
の
好
循
環
を
拡
大
せ
よ

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
被
害
者
に

必
要
な
救
済
措
置
を

国
際
平
和
支
援
法
案
の
廃
案
を

求
め
る
陳
情
な
ど
は
不
採
択

平
27
陳
情
第
４
号　
子
供
た
ち
に
豊
か

な
学
び
を
保
障
す
る
た
め
に
、
少
人
数

学
級
の
実
現
、
教
育
予
算
の
増
額
、
義

務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
・
拡

充
を
求
め
る
陳
情

▼
願　
意

　

子
ど
も
や
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ

た
き
め
細
か
な
教
育
を
実
現
し
、
豊
か

な
教
育
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、
少
人

数
学
級
の
実
現
、
学
級
規
模
の
弾
力
化
、

教
育
予
算
の
増
額
な
ど
に
つ
い
て
、
国

に
意
見
書
を
提
出
し
て
ほ
し
い
。

▼
議
決
結
果

　

本
会
議　

採　
　

択
（
賛
成
多
数
）

平
27
陳
情
第
５
号　
「
慰
安
婦
問
題
」

に
関
す
る
適
切
な
対
応
に
つ
い
て
の
意

見
書
提
出
を
求
め
る
陳
情

▼
願　
意

　

慰
安
婦
問
題
を
巡
る
日
韓
間
の
や
り

と
り
の
経
緯
で
確
認
さ
れ
た
事
実
を
国

際
社
会
に
向
け
、
多
言
語
で
積
極
的
に

発
信
し
、
国
民
に
も
正
し
い
歴
史
認
識

を
周
知
さ
せ
、
さ
ら
に
、
内
閣
官
房
長

官
談
話
を
新
た
に
発
表
す
る
よ
う
、
国

に
意
見
書
を
提
出
し
て
ほ
し
い
。

▼
付
託
委
員
会

　

総
務
常
任
委
員
会

▼
反
対
討
論

　
河
野
談
話
の
否
定
に
つ
な
が
る
陳
情

で
あ
り
、
河
野
談
話
が
示
す
歴
史
認
識

に
基
づ
き
、
近
隣
諸
国
と
の
友
好
を
深

め
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
国
際
社
会

へ
の
事
実
の
発
信
が
日
本
人
の
名
誉
を

増
進
す
る
と
い
う
の
は
疑
問
で
あ
る
。

▼
賛
成
討
論

　
日
本
軍
が
強
制
連
行
し
た
事
実
は
確

認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
誤
っ
た
認
識
が
国

際
社
会
に
広
め
ら
れ
、
国
民
が
虐
げ
ら

れ
て
い
る
状
況
を
打
破
す
る
た
め
に
も
、

正
し
い
歴
史
を
広
く
多
言
語
で
発
信
す

る
必
要
が
あ
る
。

▼
議
決
結
果

　

委
員
会　

趣
旨
採
択
（
賛
成
多
数
）

　

本
会
議　

趣
旨
採
択
（
賛
成
多
数
）

平
27
陳
情
第
２
号　
神
奈
川
県
最
低
賃

金
の
改
定
等
に
つ
い
て
の
陳
情

▼
願　
意

　

神
奈
川
県
最
低
賃
金
の
諮
問
・
改
定

を
早
期
に
行
い
、
政
労
使
会
議
で
合
意

さ
れ
た
中
小
・
小
規
模
事
業
者
へ
の
価

格
転
嫁
の
実
効
性
を
上
げ
る
取
り
組
み

を
継
続
し
て
行
う
よ
う
、
国
に
意
見
書

を
提
出
し
て
ほ
し
い
。

▼
付
託
委
員
会

　

環
境
産
業
常
任
委
員
会

▼
審
査
状
況

　

委
員
会
と
し
て
は
、
「
経
済
の
好
循

環
実
現
の
た
め
、
地
域
別
最
低
賃
金
を

早
期
に
改
定
す
る
こ
と
や
、
中
小
・
小

規
模
事
業
者
が
、
大
企
業
と
の
取
引
価

格
に
、
円
安
に
よ
る
原
材
料
の
高
騰
な

ど
の
増
加
分
を
転
嫁
で
き
る
取
り
組
み

議
案
第
33
号　
工
事
委
託
に
関
す
る
協

定
の
締
結
に
つ
い
て

▼
要　
旨

　

秦
野
市
浄
水
管
理
セ
ン
タ
ー
沈
砂
池

管
理
棟
の
再
構
築
工
事
委
託
に
つ
い
て

協
定
を
締
結
す
る
も
の
。

▼
付
託
委
員
会

　

都
市
建
設
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
主
な
意
見

　
日
本
下
水
道
事
業
団
に
対
し
、
市
内

事
業
者
の
技
術
向
上
や
人
材
育
成
が
図

ら
れ
る
よ
う
、
継
続
的
に
優
先
発
注
を

働
き
掛
け
て
ほ
し
い
。
　

▼
議
決
結
果

　

委
員
会　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

　
　
　

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

議
案
第
37
号　
市
道
の
認
定
に
つ
い
て

▼
要　
旨　

　

土
地
区
画
整
理
事
業
お
よ
び
環
境
創

平
27
陳
情
第
６
号　
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク

チ
ン
被
害
者
へ
の
支
援
等
を
求
め
る
陳

情▼
願　
意

　

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
、
さ

ま
ざ
ま
な
因
果
関
係
不
明
の
症
状
に
よ

り
苦
し
ん
で
い
る
被
害
者
の
病
態
診
断

や
治
療
は
難
し
く
、
精
神
的
・
金
銭
的

に
も
困
窮
し
て
い
る
。
本
市
で
も
、
被

害
者
の
現
状
を
受
け
止
め
、
治
療
費
の

長
期
的
な
金
銭
的
援
助
や
、
被
害
を
訴

え
て
い
る
学
生
の
就
学
就
職
支
援
な
ど

の
サ
ポ
ー
ト
と
、
教
育
環
境
の
充
実
、

さ
ら
に
、
精
神
・
身
体
機
能
障
害
に
対

す
る
公
的
な
社
会
サ
ー
ビ
ス
を
迅
速
に

提
供
し
て
ほ
し
い
。

▼
付
託
委
員
会

　

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

平
27
陳
情
第
７
号　
国
際
平
和
支
援
法

案
及
び
平
和
安
全
法
制
整
備
法
案
の
廃

案
を
求
め
る
陳
情

▼
願　
意

　

国
際
平
和
支
援
法
案
お
よ
び
平
和
安

全
法
制
整
備
法
案
の
廃
案
を
求
め
る
よ

う
、
国
に
意
見
書
を
提
出
し
て
ほ
し
い
。

▼
付
託
委
員
会

　

総
務
常
任
委
員
会

▼
反
対
討
論

　
本
陳
情
は
、
法
案
の
廃
案
を
求
め
て

い
る
が
、
国
際
平
和
を
維
持
し
、
日
本

の
安
全
を
守
る
た
め
に
は
ど
う
す
べ
き

か
、
国
会
や
国
民
が
、
安
保
法
制
の
整

備
の
必
要
性
や
、
憲
法
と
の
適
合
性
な

ど
に
つ
い
て
徹
底
的
に
議
論
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。

▼
賛
成
討
論

　
集
団
的
自
衛
権
行
使
を
可
能
に
す
る

法
案
は
違
憲
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら

の
法
案
が
成
立
す
れ
ば
※
解
釈
改
憲
と

な
る
が
、
ま
ず
憲
法
改
正
に
つ
い
て
議

論
す
べ
き
で
あ
る
。

▼
議
決
結
果

　

委
員
会　

不
採
択
（
賛
成
少
数
）

　

本
会
議　

不
採
択
（
賛
成
少
数
）

議
提
議
案
第
３
号　
少
人
数
学
級
の
実

現
、
教
育
予
算
の
増
額
、
義
務
教
育
費

国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
・
拡
充
を
求
め

る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

▼
要　
旨　

　

子
ど
も
た
ち
に
豊
か
な
学
び
を
保
障

す
る
と
と
も
に
、
教
育
を
取
り
巻
く
環

境
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
る
た
め
、
少

人
数
学
級
の
実
現
、
教
育
予
算
の
増
額
、

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
・

拡
充
に
つ
い
て
、
国
に
意
見
書
を
提
出

す
る
も
の
。

▼
議
決
結
果　

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

議
提
議
案
第
２
号　
「
慰
安
婦
問
題
」

に
関
す
る
適
切
な
対
応
を
求
め
る
意
見

書
の
提
出
に
つ
い
て

▼
要　
旨　

　

不
当
に
お
と
し
め
ら
れ
た
先
人
の
名

誉
を
回
復
し
、
現
在
お
よ
び
未
来
に
生

き
る
日
本
人
の
誇
り
を
守
り
、
世
界
の

平
和
と
繁
栄
に
寄
与
し
て
き
た
戦
後
日

本
の
努
力
や
、
女
性
を
は
じ
め
と
す
る

人
権
を
重
ん
じ
る
姿
勢
を
内
外
に
発
信

す
る
た
め
、
国
に
意
見
書
を
提
出
す
る

も
の
。

▼
反
対
討
論　

　
河
野
談
話
を
否
定
す
る
よ
う
な
倫
理

的
根
拠
の
な
い
意
見
書
は
提
出
す
べ
き

で
な
く
、
さ
ら
に
正
確
な
研
究
や
事
実

認
識
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

▼
賛
成
討
論

　
長
き
に
わ
た
り
日
本
お
よ
び
日
本
人

が
受
け
た
被
害
は
甚
大
な
も
の
で
あ
り
、

国
際
的
な
信
用
も
失
墜
す
る
な
ど
、
我

が
国
が
受
け
た
不
利
益
・
不
名
誉
を
回

復
す
る
必
要
が
あ
る
。

▼
議
決
結
果　

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

を
進
め
て
い
く
こ
と
は
重
要
で
あ

る
。
」
と
の
意
見
の
一
致
を
見
た
。

▼
議
決
結
果

　

委
員
会　

採　
　

択
（
賛
成
全
員
）

　

本
会
議　

採　
　

択
（
賛
成
多
数
）

　
　
　

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

委
員
会
提
出
議
案
第
３
号　
神
奈
川
県

最
低
賃
金
の
改
定
等
に
関
す
る
意
見
書

の
提
出
に
つ
い
て

▼
要　
旨　

　

経
済
の
好
循
環
を
確
か
な
も
の
に
す

る
た
め
、
神
奈
川
県
最
低
賃
金
の
諮
問

・
改
定
を
早
期
に
行
い
、
政
労
使
会
議

で
合
意
さ
れ
た
価
格
転
嫁
な
ど
の
実
効

性
を
上
げ
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、
国

に
意
見
書
を
提
出
す
る
も
の
。

▼
議
決
結
果　

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

出
行
為
の
移
管
に
伴
い
認
定
す
る
も
の
。

▼
付
託
委
員
会

　

都
市
建
設
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
主
な
質
疑

問
　
移
管
さ
れ
た
道
路
を
市
道
と
し
て

認
定
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
認
定
道
路
の
延
長
や
面
積
が
、
基

準
財
政
需
要
額
に
算
入
さ
れ
る
た
め
、

地
方
交
付
税
の
面
か
ら
有
利
で
あ
る
。

▼
議
決
結
果

　

委
員
会　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

▼
審
査
状
況

　

委
員
会
と
し
て
は
、
「
子
宮
頸
が
ん

ワ
ク
チ
ン
接
種
後
の
副
反
応
と
ワ
ク
チ

ン
の
因
果
関
係
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い

な
い
も
の
の
、
日
常
生
活
に
支
障
を
き

た
し
て
い
る
実
態
も
あ
る
こ
と
か
ら
支

援
の
必
要
性
は
理
解
で
き
る
。
」
と
の

意
見
の
一
致
を
見
た
。

▼
反
対
討
論

　
被
害
者
へ
の
支
援
を
迅
速
に
進
め
る

た
め
に
も
「
採
択
」
と
す
べ
き
で
あ
る
。

▼
賛
成
討
論　

　
被
害
者
の
生
活
を
擁
護
す
る
た
め
、

救
済
措
置
的
な
対
応
を
図
っ
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

▼
議
決
結
果

　

委
員
会　

趣
旨
採
択
（
賛
成
全
員
）

　

本
会
議　

趣
旨
採
択
（
賛
成
多
数
）

平
27
陳
情
第
３
号　
保
険
診
療
へ
の
消

費
税
を
ゼ
ロ
税
率
課
税
（
免
税
措
置
）

と
す
る
意
見
書
提
出
を
求
め
る
陳
情

▼
願　
意

　

保
険
診
療
へ
の
消
費
税
を
、
非
課
税

か
ら
課
税
対
象
に
改
め
た
う
え
で
、
軽

減
税
率
０
％
と
し
、
医
療
機
関
が
最
終

的
に
負
担
し
て
い
る
機
器
な
ど
の
購
入

対
す
る
消
費
税
を
税
額
控
除
で
き
る
よ

う
、
国
に
意
見
書
を
提
出
し
て
ほ
し
い
。

▼
付
託
委
員
会

　

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

▼
審
査
状
況

　

委
員
会
と
し
て
は
、
「
効
率
的
な
医

療
機
器
の
使
用
な
ど
は
経
営
努
力
に
よ

り
対
応
で
き
る
こ
と
で
あ
り
、
消
費
税

制
全
体
の
枠
組
み
の
中
で
、
バ
ラ
ン
ス

を
考
え
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。
」
と
の
意
見
の
一
致
を
見
た
。

▼
賛
成
討
論

　
地
域
医
療
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、

医
薬
品
な
ど
に
課
税
さ
れ
た
消
費
税
を

還
付
す
べ
き
で
あ
る
。

▼
議
決
結
果

　

委
員
会　

不
採
択
（
賛
成
少
数
）

　

本
会
議　

不
採
択
（
賛
成
少
数
）

　

私
た
ち
議
員
の
任
期
は
９
月
10
日
で

満
了
す
る
た
め
、
こ
の
議
会
だ
よ
り
が

最
後
の
編
集
と
な
り
ま
す
。

　

４
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
任
期
で
は
、
秦
野
市
ｗ
ｅ
ｂ
ア
ン

ケ
ー
ト
を
は
じ
め
多
く
の
皆
さ
ま
か
ら

頂
い
た
声
を
も
と
に
、
読
み
や
す
く
、

分
か
り
や
す
い
文
章
、
そ
し
て
全
号
を

８
ペ
ー
ジ
化
に
す
る
な
ど
、
紙
面
の
充

実
に
努
め
て
き
ま
し
た
が
、
い
か
が
だ

っ
た
で
し
ょ
う
か
。

　

次
号
か
ら
は
、
新
し
い
編
集
委
員
に

よ
る
編
集
と
な
り
ま
す
。
さ
ら
な
る
内

容
の
充
実
に
努
め
、
皆
さ
ま
に
、
よ
り

親
し
ま
れ
る
紙
面
を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、
ご
愛
読
く
だ

さ
る
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

継
続
審
査
と
な
っ
た
陳
情

工
事
委
託
に
関
す
る
協
定
の
締
結
や

市
道
認
定
は
賛
成
全
員
で
可
決

▼
文
教
福
祉
常
任
委
員
会

平
26
陳
情
第
７
号　
秦
野
市
で
中
学
校

完
全
給
食
実
施
を
求
め
る
陳
情

議

案

審

議
議
案
審
議
は

１
面
に
も
掲
載

（

）

陳

意

情

見

書

・

少
人
数
学
級
の
実
現
、教
育
予
算
の
増
額
を

慰
安
婦
問
題
の
事
実
を
積
極
的
に
発
信
せ
よ

　市議会では、市民の皆さまに議会の様子を広くお伝えするため、本会議映像のインターネ
ット配信を行っています。
　配信方法は、議場の様子をそのままお伝えする「生中継」と、24 時間いつでも視聴でき
る「録画中継」の 2 種類です。「録画中継」は、日程や議員名などから見たい場面を簡単に
探すことができ、生中継終了後3日ほどで視聴できます。議会ホームページのトップ画面に
ある 本会議中継  をクリックしてください。多くの皆さまのアクセスをお待ちしています。
　また、本会議の生中継は、本庁舎1階ロビーに設置してあるテレビでも、ご覧いただけます。
　http://www.city.hadano.kanagawa.jp/gikai/

上記ホームページアドレスを入力するか、 秦 野 市 議 会 検索 クリック！！

第３回定例会からスマートフォンやタブレット端末でも視聴できます。第３回定例会からスマートフォンやタブレット端末でも視聴できます。
本会議はインターネットで生＆録画中継 !!

市道認定の現地視察

9月定例会で審査をする請願・陳情を提出する際には、事前に議会事務局（☎82-9652）までご連絡をお願いします。請願・陳情の提出について

※解釈改憲…憲法改正の手続きを経ることなく、憲法の条項に対する解釈を変更することによって憲法の意味や内容を変えること。用語解説


